
夏期臨時勤務シフトの設定変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 黒印字帯 黒印字帯 赤印字帯 

定時間帯 

22:00 17:008:30 5:00 

定時間帯 

18:009:00 5:00 22:00 

■ 週間プログラム 
 
 

黒に切替る時間 

赤に切替る時間 

ステップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
週間プログラムは 25ステップまで可能です。 
 
◆二色印字は、R：赤印字開始または B：黒印字開始を設定します。 



設定内容のコピーします 
現在の設定内容（曜日、開始時刻）を別のプログラム No.にコピーします。 
コピーしたデータに変更を加えて設定することにより、臨時の勤務に合わせたプロ

グラムとします。 
開始時刻や曜日が設定してある状態で、登録ボタンを２秒以上押し続けると、コピ

ーできます。 
次のプログラムが設定済の場合には未設定の最小プログラム No.のところにコピ
ーします。 

 
例：月～金曜日の 9時 01分に「赤印字」の設定をコピーして、18時に「黒印字」を

設定します。 

１ 週間プログラムを設定します（月～金曜日の９時 01分に赤印字）       
 
 

２ 登録ボタンを２秒間押し続けます                 
 空いているプログラム No.を

表示します。 
（例 No.2）  

３ 登録ボタンを離します                      
 曜日と開始時刻がコピーされ

ます。 
 

４ 開始時刻を変更します                      
 
 

５ 黒印字を設定し、登録ボタンを押します。             

28ページ参照。  
 

６ もう一度登録ボタンを押します                  
次のプログラム No.が表示さ
れますと、登録完了です。 

 
 



曜日と開始時刻の設定 
週間プログラムは曜日、開始時刻の設定を行ってから、お使いになる項目の設定を

行います。 

例：月～金曜日 8時 31分 
１ 設定見出しのダイヤルを回転させます               
 
 
 プログラム No.2を表わします。

 
２ 設定操作を開始します                      
 全ての曜日を設定するときは         

登録ボタンを押して手順４へ進みます。 
 
３ 曜日を設定します                        
 特定の曜日を設定するときは         

必要のない曜日のところで曜日／OFF
ボタンを押します。 
曜日／ONボタンを押すと、点滅してい
る曜日が設定され点滅が移動します。

曜日／OFF ボタンを押すと設定されず
に点滅が移動します。 
登録ボタンを押すと「時」が点滅します。

 
 
 
 

４ 時間を設定します                        
 ８になるまで   ボタンを押します。 

登録ボタンを押すと「分」が点滅します。 
 
５ 分を設定します                         
 31になるまで   ボタンを押します。 

登録ボタンを押すと「分」の点滅が点灯

に変わります。  
 
６ 各項目設定に移ります                      
 設定を間違えたときは、５の画面の状態

にしてから、曜日／時刻ボタンを押して

設定をやり直します。または取消ボタン

を 2秒間押して２からやり直します。 
 
 



赤印字を設定したい場合 
定時出勤、退勤と就業時間内での遅刻・早退とを区別するために印字色を切り換え

ることができます。 
始めに目的の曜日を設定し、切り換える時刻を登録してから行います。 
例：月～金曜日 8時 31分から赤印字にし、17時 00分から黒印字に戻します。 

１ 設定見出しのダイヤルを回転させます               
 
 
 プログラム No.2を表します。

２ 曜日と開始時刻を設定します                   
 曜日・開始時刻の設定について、

詳しくは｢曜日と開始時刻の設定｣

（27ページ）をご覧ください。 

３ 二色ボタンを押します                      
 
 

４ 色を選択します                         
 Ｒ：赤印字開始 

Ｂ：黒印字開始 
表示なし：設定しない 
   ボタン、   ボタンにより切り
換わります。

 
 
５ 登録ボタンを押します                      

登録ボタンを押した後、別の設定

項目に移ることで複数の設定が可

能です。 

 
 

６ もう一度登録ボタンを押します                  
 次のプログラム No.が表示されます。

 

７ プログラム No.3の設定をします                 
 P-02に月～金曜日 17：00、

Ｂ：黒印字を設定します。  
 
注

２

）同時刻に赤と黒が設定された場合、赤印字が優先となります。 
★引き続き設定を行う場合は、曜日／時刻ボタンを押して、手順
～６の操作を行います。



設定の変更をしたい場合 
 
例：プログラム No.１で、月～金曜日の 8 時 31 分から赤印字に切替ていた設定を９

時 01分から赤印字に切替る設定に変更します。 

 
１ 変更したいプログラム No.を表示します              
    ボタンを押すとプログラム No.が

次に進み、   ボタンを押すと一つ前に
戻ります。  

 
２ 登録ボタンを押します                      

プログラム No.1 を
表します。 

 
 
 
３ 変更したい項目のボタンを押します                
 
 
 
４ 曜日時刻を変更し、登録ボタンを押します             
 
 
 
５ もう一度登録ボタンを押します                  
 次のプログラム No.が表示されます。

 
 



設定の削除をしたい場合 
削除するプログラム No.の内容を確認してから削除を行いますが、プログラム No.
を表示した状態でも削除できます。 

 
例：プログラム No.１を削除します 

１ 削除したいプログラム No.を表示します              
 
 
 
２ 登録ボタンを押して、内容を表示します              
 
 
 
３ 取消ボタンを２秒間押し続けます                 
 ｢ピー」と音がしますと削除完了です。

 
 
 時刻が        の表示となります。 

 
 
 
設定

週

 
例：

１ 

 
 
 
２ 
◆再度、取消ボタンを押すと、プログラム No.表示に戻りま

の追加をしたい場合 
間プログラムの追加のしかたを説明します。 

空いているプログラム（プログラム No.5）に設定を追加します。 

登録ボタンを２秒間押し続けます                 
プ

２

ラ

設定を追加します
ログラム No.表示画面で登録ボタンを
秒間押し続けると、空いているプログ

ム No.を表示します。 
                        



 
 
上ぶたの開閉 

 
 
 
 

・こ

内

が

・この機器を改造しないこと。 
火災、感電のおそれがあります。 

警 告

 時刻合わ

 
注

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 

①本体両脇

開ボタン

に押しま

開け方

（開

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フック 

①上ぶたの

フックに

閉め方
の機器の上ぶた以外は外さないこと。

部は電圧の高い部分があり、感電のおそれ
あります。 

せ・設定変更・リボンカセット交換等の時、上ぶたを開けます 
）上ぶたの開閉は電源を入れた状態で行ってください。
◎ 

③上ぶたを取り外します。②上ぶたを開きます。

の◎（上ぶた

）を指で同時

す。 

かない時はペンの頭などを使って開けます。）

ク

③閉めると､時計の針が回

り､一度 12 時で止まり､そ
の後現在時刻に合います。

②

す

ぶ

は

フックを本体の

引っ掛けます。 

上ぶたを手前に倒しま

。パチッというまで上

た前面を強めに押して
フッ
めます。
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